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織部灯籠棹石 おりべとうろうさおいし

74

市指定
所在地：呉服町

十字架 じゅうじか

市指定
所在地：西町

織部灯籠は、「十字灯籠」または
「切支丹灯籠」とも呼ばれ、茶人大名
として知られた古田織部が好んで作っ
た灯籠であり、主に茶室の庭などに立
てられた。当灯籠は棹石部分のみが残
ったものであるが、上部が十字形を成
し、下部正面にマリア像の浮彫りが施
されている。当地の切支丹関係の遺品
と見られ、当時の信仰の様子と茶の湯
の流行を物語る資料である。
織部は安土桃山時代から江戸時代初
期に活躍した大名で、千利休に茶の湯
を学び、幕府2代将軍徳川秀忠をはじ
め諸大名に茶法を伝授したことで知ら
れる。彼はまた焼物にも精通し、織部
焼の名でも知れ渡っている。
高さ73㎝、幅24㎝。

大正9年に、篠山城下町の町屋にお
いて、店舗改造のため壁をとりこわした
際、その中から発見されたものである。
譜代大名の移封による篠山城築城以
前、当地は八上城周辺を中心に切支丹
信仰が盛んであった。篠山城築城に伴
う城下町の建設に当たっては、旧城下
であった八上から住民を強制移転させ
町屋を作っており、切支丹信仰を持つ
人々の移住も多かったものと見られる。
そういった中の一人が、慶長17年（1612）
の江戸幕府によるキリスト教禁制以
後、信仰を隠すため十字架を壁中に塗
り込め、壁に向かって日々礼拝をした
ものと推測される。潜行切支丹の存在
を明らかにする貴重な遺品である。
縦11㎝、横7㎝。


